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研究内容 

 

 食品成分の機能性に関する基礎研究から、ヒトを対象とした栄養や健康に関する研究を幅広く実施してい 

る。具体的には、生理活性作用を有する食品素材の探索を行うとともに、作用メカニズムに関する研究を実 

施。また生活習慣病、フレイル、認知症、うつ病などの予防・健康の維持増進を目指し、地域における健康 

教育活動・介入効果に関する研究。健康トイレの疲労度測定の検証。また代替補完療法（音楽療法、化粧 

療法、レクリエーション療法など）の効果に関する研究や高齢者の嚥下障害を予防する食品の開発なども実 

施している。 
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